
JSDNNM 神戸大会 プログラム概要 2015.10.24 

8:30 受付開始 

9:25 開会式 

9:30 一般演題口演（次ページ 

10:50 休憩 

11：00 セミナー             座長：舘村 卓（一般社団法人 TOUCH） 

神経筋疾患における嚥下造影・嚥下内視鏡のコツ 

 「嚥下造影のコツ」 

   市原 典子 （国立病院機構高松医療センター 神経内科） 

 「嚥下内視鏡検査のコツ」           

   藤本 保志 （名古屋大学 耳鼻咽喉科） 

11:50 休憩 

12:05 ランチョンセミナー –ノバルティスファーマ株式会社－  

       座長：湯浅龍彦（鎌ヶ谷総合病院） 

   「認知症患者における摂食嚥下の諸問題」 

古和 久朋 （神戸大学大学院医学研究科神経内科学） 

 

13:05 休憩 

13:20 特別講演           座長：野﨑園子（兵庫医療大学） 

「パーキンソン病治療最前線」 

   望月 秀樹  

（大阪大学大学院医学研究科医学専攻情報統合医学講座 神経内科学) 

14:20 休憩 

14:25 一般演題口演(次ページ) 

15:15 休憩 

15:25 パネルディスカッション   座長：金藤大三（鳥取医療センター） 

      野﨑園子（兵庫医療大学）                   

「服薬と嚥下障害」 

「服薬困難 内視鏡所見を中心に」 

   宮本 真 （関西医科大学 耳鼻咽喉科） 

「口腔内崩壊錠と嚥下障害」 

   倉田 なおみ （昭和大学 社会健康薬学講座）                            

「薬剤性嚥下障害」 

   松井 利浩 （高砂市民病院 脳神経外科）                       

    

16:30 閉会式 次回学術集会会長挨拶  

17:00 嚥下食ビュッフェ（懇親会） 

    会場：神戸学院 B号館レストランジョリポー 

  



一般演題 

セッション I 9：30～10：20 

座長 巨島文子 （京都第一赤十字病院 ） 

1 パーキンソン病患者における最大舌圧と嚥下動態との関連 

齋藤翔太 （兵庫医療大学大学院 医療科学研究科）   

2 パーキンソン病患者のドパミンチャレンジテスト前後の嚥下機能 

梅本丈二 （福岡大学病院 歯科口腔外科）    

3 パーキンソン病の嚥下障害に対する Rotigotine と L-DOPAの治療効果   

平野牧人 （近畿大学医学部堺病院神経内科） 

4 服薬困難のある高齢者の背景と服薬の実態 

桂木聡子 （兵庫医療大学 薬学部） 

5 A 病院看護師の服薬困難に対する知識やケアの現状  

山﨑明子 （独立行政法人国立病院機構刀根山病院 看護部） 

 

セッション II 10：20～10：50 

座長 山脇正永（京都府立医科大学） 

6 嚥下造影検査を用いた脊髄小脳失調症 6型の嚥下機能の経過  

磯野千春 （近畿大学医学部堺病院 神経内科）    

7 MSA-P嚥下障害に対する頸部干渉波刺激装置の使用経験  

和座雅浩 （各務原リハビリテーション病院 神経内科） 

8 美味しい嚥下調整食を目指してー京都での取り組み  

下條美佳 （済生会京都府病院 看護部）  

セッション III  14：25～15：15 

座長 二藤隆春 （東京大学）  

9 頻回の嚥下造影検査で経過を観察できた MuSK 抗体陽性重症筋無力症  

阪本 光 （近畿大学医学部堺病院 神経内科） 

10 パーキンソン病に併発した急性持続性無動(APA)の 3症例 

大宮貴明 （鎌ヶ谷総合病院千葉神経難病医療センター・難病脳内科） 

11 パーキンソン病の咽頭期障害に対して短期間で改善がみられた症例 

赤木健太郎 （えびすリハビリ訪問看護ステーション西宮）  

12 甲状腺中毒性ミオパチーによる重度嚥下障害の 1例  

池淵寿美 （京都第一赤十字病院 リハビリテーション科） 

13 30 度リクライング位に比べ 0度側臥位が有効であった 4症例  

大黒 大輔（大阪府立急性期・総合医療センターリハビリテーション科）  

 


